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概要 

 

 

 

 近年、パーソナルコンピュータとインターネットの普及・発展により生活、社会の

さまざまな場面において、オンラインにできるものはすべてオンラインになっていて

おり、大学の履修登録システムも例外ではない。本学ではオンラインによる履修登録

システムは実装されていないが、導入されるにあたり、履修登録の状況や問題点を明

らかにし、本学にとって適切なオンラインでの履修システムを検討する。 

 千葉商科大学政策情報学部における履修登録システムを調査し、他大学ではどのよ

うなオンライン履修登録システムを利用しているのかをサーベイし、オンライン履修

システムの比較を行った。システムの比較を踏まえ、本学におけるオンライン履修シ

ステムの導入において提案、考察を行った。 

１章では背景・目的を述べ、２章では千葉商科大学における履修登録の現状を調査

し、まとめた。３章では他大学の履修登録についてのサーベイを行った。４章ではオ

ンライン履修登録システムの調査や分析、システムをモデル化し、５章で本学におけ

るオンライン履修登録システムの提案を行った。 
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1．背景・目的 

 

1.1 背景 

 近年、パーソナルコンピュータとインターネットの普及や発展により、生活、社会

のさまざまな場面において情報化が行われている。つまり、オンラインで可能なもの

はすべてオンラインになっている。大学においても同様であり、学生一人一人で異な

る履修や単位取得情報の情報管理の情報化が、事務作業の効率化と学生の利便性から

も求められている。Web を利用した履修登録システムというものがある。オンライン履

修システムの機能の充実により、履修する以外にも多くのメリットがあり、多くの他

大学がオンラインでの履修システムを導入している。我が大学ではインターネットを

通じてウェルネスの予約や休講情報の確認を行うことが可能であるが、オンライン履

修システムは導入されていない。そこでこれまでの履修登録の現状や問題点を明らか

にし、大学にとって（教務・学生それぞれにとって）適切なオンラインでの履修シス

テムを検討する必要がある。 

 

1.2 目的 

本研究では、講義の履修についてインターネットで行うことにより登録がいつでも

どこでも行えるようにすることで、学生はもちろん、大学事務のシステムを効率化す

ることを目的とする。また、既存のシステムだけで本当に満足なのかを考え、本学に

導入すべきオンラインでの履修登録について検討し提案を行う。 
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2．千葉商科大学政策情報学部における履修登録の現状 

この章では CUC の履修登録システムの現状を調査し問題点を議論する。 

 

2.1 本学の履修登録システムの現状 

（1）履修登録の方法 

 履修登録は、年に 2 回、セメスターごとに行われる。履修登録は、大きく 2 つに分

かれている。 

 

   

図 2.1-1 履修登録の方法 

 

 図 2.1 はその 2 つであり、履修ガイド、シラバス、時間割表などをもとに、各自が 1

週間の履修計画をたて、授業に出席したうえで履修届用紙などを提出し、履修申請を

行うまでの手続きと、履修申請後、履修登録確認票で履修に誤りがないかを確認する

手続きがある。 

 

（2）履修登録の流れ 

 本大学では履修登録を行う際、配布資料として履修ガイド、シラバス、時間割表、

マークシートが配られる。 

 本大学の履修登録はマークシートで行われている。配布資料の履修ガイドやシラバ

ス、時間割表をもとに、1 週間の履修計画を立て、その学期に履修する科目をすべて記

入する。その後で、ナヴィゲーターに、自分の 1 週間の時間割を報告し、アドバイス

を受ける。ナヴィゲーターが確認すると判子が押してもらえ、履修届用紙を教務第二

課へ提出できる。その後、履修登録確認票を受け取り、登録に修正がなければ履修登

録完了となる。 
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図 2.1-2 履修登録の流れ 

 

2.2 マークシートの問題点 

本学で使っているマークシートを紹介する。これは空欄であるが、本来ならば下の

ほうに住所や学籍番号等の個人情報が記入されている。曜日や時間割が表示されてお

り、そこに自分の履修したい講義を記入していく仕組みである。 

 

 千葉商科大学政策情報学部のマークシート 

 

図 2.2 マークシート 



8 

 

マークシートの問題点はいくつかある。それも学生の場合と教務課の場合で違って

くる。まず共通の以下の 2 つの問題がある。 

1．マークシートを含む配布資料が紙であるので資源的な問題 

 2．提出を行う際、教務第二課の窓口に持っていくので窓口が混み合う 

 マークシートや配布資料は紙である。マークシートは１人１枚、定員設定科目も履

修する場合は 2 枚必要である。シラバスや履修ガイドも 1 年に一度配布される。マー

クシートは 1 枚か 2 枚だがそれでも人数分配るとなると、膨大な量になる。シラバス

や履修ガイドは冊子となっているので、マークシートよりも多く資源を使う。 

履修の際に履修に関しての質問をする学生が多く来る。そのため窓口が混み合って

しまう。履修以外の質問や手続きを行いたい学生もいるため、窓口は常時すいている

ほうが良い。 

 

2.3 まとめ 

 現在の千葉商科大学政策情報学部の履修登録システムはマークシートである。問題

として資源的な問題や教務第二課の窓口が込み合うなどを挙げたが、良い点もある。

それは履修計画を立て、時間割を報告し、ナヴィゲーターにアドバイスをもらい、判

子をもらうと提出ができるというところである。これはナヴィゲーターに確認しても

らい、判子をもらっているのだから、安心して提出できるということである。Web で履

修登録が行えるようになると、ナヴィゲーターの判子なしで提出できる。オンライン

履修登録システムが導入されると、代わりにナヴィゲーターの確認が必要なくなって

しまうため、学生がしっかり自分の履修計画を立てなくてはならない。 
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3．他大学における履修登録に 

 この章では他大学が行っているオンライン履修システムだけに限らず、オンライン

でのサービスの現状を調査する。 

 

3.1 東京大学のサービス 

 

図 3.1 東京大学ログイン画面 

 

東京大学にはインターネットを利用したシステムが２つあり、UTask-web と CFIVE

があった。最初の UTask-web というのは東京大学の教務課が管理するページで事務手

続きを行うことができる。部外者がログインすることはできないのでインターフェイ

スは不明である。履修登録やスケジュールの管理、成績や情報、授業の有無の閲覧を

オンラインでできる。受講者に人数制限が出てしまうような抽選科目にも対応してい

て、締め切りまでに希望を出すところから、その結果を確認するところまで、全て

UTask-Web 上で行うことができる。そして、履修科目が決定次第、自分の時間割が自動

的に作成されるようになっている。UTask- Web では休講補講情報もわかり、自分の時

間割をみると、教室変更が黄色、休講は赤色、補講は緑色といった具合に一目で分か

るデザインになっているようだ。その他にも、電子シラバス参照・試験日程確認・成

績確認など、ありとあらゆる事務手続きがインターネット上で出来るようになってい

る。 

もう１つの CFIVE とは、東京大学情報基盤センターと日本ユニシス・ソリューショ

ン株式会社が共同で開発した学習管理システムで"Common Factory for Inspiration 
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and Value in Education"の略である。これは講義の補助システムで講義ごとにコンテ

ンツがあり、例えば掲示板で受講者が質問をするとそれに対して先生が解答をし、生

徒同士で意見の交換を行える。そのほかには先生が問題を作り生徒がCFIVEで解答し、

レポート課題提出や授業教材の配布をインターネットで行う等有効活用しているよう

である。 

 

3.2 駒沢大学のサービス 

 

図 3.2 KONEKO システム概念 

 

駒沢大学ではまだオンライン履修登録システムは実装されていないが、平成２１年

度から実装されるようだ。全学部の学生が同じシステムを利用する。定員設定科目に

も対応しており、抽選登録画面というものがある。これは履修登録期間より先に申請

期間が設けられ、一覧の中から選択し登録できるようになっている。尚、同じコマに

複数開講しているものがある場合は優先順位をつけ申請することができる。申請期間

中ならば何度でも変更できるが、期間が過ぎ申請した科目が当選した場合取り消すこ

とはできない。履修登録画面では、オンライン上で履修した科目を確認できるように

なる。成績確認画面では紙面のものとほとんど同じ情報が表示され、進級判定、卒業

判定も確認できる。資格希望登録、資格取得単位という項目もあり、教職課程や資格

講座科目の登録もオンライン上で行える。学籍情報の変更では、住所・連絡先等をオ

ンライン上で変更することが可能である。シラバスももちろんオンラインで見ること
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ができる。駒沢大学では休講情報などは“KONEKO（コネコ）”というポータルサイト

で情報公開していたが、引き続いてオンライン履修登録システム上で公開される。尚、

「駒澤大学Ｗｅｂ履修登録システム」の名称は、“KONEKO”の名称に統一するようで

ある。 

 

3.3 神戸学院大学 

    

図 3.3-1 神戸学院大学ログイン画面 

        

        

図 3.3-2 神戸学院大学 ID,PASS 入力画面 

 

神戸学院大学のオンライン履修登録システムは公開時間が決められてあり、学外だ

と２２時まで、学内からだと２０時までとなっていた。ログインした学生が履修でき
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る科目だけが表示されるサポートシステムがついているため、登録時に迷うことが少

なくなる。選択した科目の講義内容や授業計画を参照しながら登録することができる。

履修登録画面では、必修科目は文字が赤色、予備登録科目は青色等の工夫がされてい

る。履修科目提出完了後に進級・卒業チェックが入り早い場合は数十分、遅い場合は

翌日に「進級・卒業チェック完了通知」が通知され、エラーがなければ無事に終了す

る。神戸学院大学の Web システムは携帯からでも閲覧することが可能で、機種別のサ

ービス一覧の表が掲載されていた。その表を表 3.3 に示す。 

 

表 3.3 機種別サービス一覧 

 
パソコン 携帯 

緊急ニュース ○ ○ 

個人宛お知らせ ○ ○ 

ニュース ○ ○ 

Web 履修登録システ

ム 
○ × 

定期試験時間割表示 ○ ○ 

休補講・教室変更通

知 
○ ○ 

施設予約 ○ × 

アルバイト求人情報 ○ × 

 

神戸学院大学では携帯からのログインでは個人宛のお知らせや休講情報などを閲覧

することはできるが、オンライン履修登録システムを使えない。 
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3.4 福岡工業大学のサービス 

      

図 3.4-1 Web 学生情報ポータルサイト 

 

 

図 3.4-1 福岡工業大学ログイン画面 

 

福岡工業大学では、Web 学生情報ポータルサイトというものがあり、在学生の各種学

生情報を包括し、Web ページで情報を提供する場である。その中にいくつかの機能があ
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り、オンライン履修登録システムもあった。その他の機能としては、学生呼び出し、

授業関連情報、お知らせ、授業情報、時間割表、お気に入りタイトル、カレンダー、

携帯電話向けマイ・インフォメーション機能の８つであった。まず学生呼び出し機能

だが、これは事務局から個人宛に出された呼び出し情報を参照できるというものであ

る。なお、呼び出し情報がない場合は表示されない。授業関連情報は自分が履修して

いる授業の休講情報、補講情報、教室変更情報を参照できる機能である。お知らせは

学生に向けた情報のお知らせであり、大学のイベント等のお知らせが届くと思われる。

授業情報は授業スケジュールの確認、個人スケジュールの確認・登録できる機能であ

る。授業スケジュールは、時間割表は時間割表として存在するので、自分の履修した

授業のシラバスやテスト日などがわかるものと思われる。時間割表はすでに述べてき

た大学のものと共通で履修登録した科目で個人の時間割表が見れるという機能である。

お気に入りタイトルは個人でホームページへのリンクを登録可能とあった。ポータル

サイトからそのままリンクしたい時に使うと思われる。カレンダーはその名の通りの

カレンダーだが、カレンダーからの授業情報の参照、個人スケジュールの管理が利用

可能である。携帯向けマイ・インフォメーション機能は神戸学院大学のものと同じく、

お知らせ情報や休講情報を確認することができる。 

 

3.5 成城学園のサービス 

 成城学園では Campus Square for Web（キャンパススクエアフォーウェブ）を使って

おり、学生生活に必要な各種情報をインターネットから閲覧・登録できるシステムで

ある。利用できるサービスは８つあり、「学籍情報」、「履修状況」、「お知らせ掲示板」、

「休講・補講」、「就職関連情報」、「休講等メール配信」、「就職・求人メール配信」、「ア

ンケート」である。これまでの大学と違うのは、「就職関連情報」、「就職・求人メール

配信」、「アンケート」の３つである。１つ目の就職関連情報は就職活動に必要な各種

情報が閲覧できるサービスである。2 つ目の求人・求人メール配信は当人の希望に沿っ

た求人情報をメールで配信してくれるサービスである。3 つめのアンケートは大学から

アンケートが行われることがあり、それに答えるために設けられている。Campus Square 

for Web は在学中のみ利用可能出、アクセスするにはユーザ名とパスワードが必要であ

る。 
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3.6 まとめ 

 ５校について調べてみたが、本質的なシステムはそう変わらなかった。ただし、神

戸学院大学だけは、オンライン履修登録システムの公開が決まっていた。携帯端末か

らログインできるシステム（オンライン履修登録は不可）の大学もあった。それ以外

のところだと、時間割登録や講義情報、登録済み時間割などのシステムは共通して実

装されていたが、細かいところで試験日確認、資格希望登録などのシステムは実装さ

れているところもあれば、不明なところも未実装なところもあった。 
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4. オンライン履修登録システムのモデル 

この章では既存のオンライン履修登録システムの現状を調査し、基本的な機能とモデ

ルについて述べる。 

 

4.1 オンライン履修登録システム 

 ソラン株式会社が、インターネット履修受付管理システムとして、「シラバス・アッ

ト・ネット」というものを出している。これは、履修登録の他、ログイン認証、時間

割作成、講義情報（休講、教室変更など）、メンテナンスなど実践的な機能があり、大

学事務システムの Web 化へスムーズに対応というのがポイントで、パソコン、携帯電

話、家庭用ゲーム機など様々なユーザインターフェイスに対応している、というもの

である。 

 シラバス・アット・ネットの５つの特徴 

１．インターネットを利用し、家庭から大学構内から、シラバス（履修）の登録・参

照や受け付けができる。 

２．パソコン、携帯電話、家庭用ゲーム機など様々なユーザインターフェイスに対応

している。 

３．カスタマイズサービスにより、学校ごとの要求に合わせた仕様に変更可能である。

新規開発に比べ大幅にコストが削減できる。 

４．JAVA-Servlet による高速化と、データベースアクセスの高速化を実現している。 

メンテナンスはサーバのみ。 

５．TCO（Total Cost of Ownership の略称で、コンピュータシステムの導入、維持・

管理などにかかる費用の総額のこと）削減で運用も容易である。 

 動作環境は以下の図 4.1-1 に示す通りである 

１．サーバ環境 

OS：Windows Server 2003 SPI、Linux、UNIX 

データベース：UDB V6.0 以上（UDB V7.1 推奨） 

Oracle10g 

アプリケーションサーバ：Web Sphere V6.0 

開発言語：JAVA（JavaSererPage、Serviet） 

２．クライアント環境 
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推奨ブラウザ：Internet Explorer V4.01 以上 

（Internet Explorer V5.5 推奨）  

Netscape Communicator V4.5 以上 

（Netscape Communicator V4.7 推奨） 

OS：Windows 95/98/2000/ME/XP 等 

（上記ブラウザの稼動する環境であること） 

また、家庭用ゲーム機および携帯情報端末等のブラウザも考慮して設計されてい

る。 

３．ハードウェア環境 

   メモリ：512MB 以上推奨 

    CPU：PentiumⅢ プロセッサ 500MHz 以上推奨 

図 4.1-1 動作環境 

（１）構成・手順 

 次に本システムの実行状態について述べる。以下にデモ画面を示す。これらはソラ

ン株式会社さんの HP に掲載されていたものである。図 4.1-2、図 4.1-3 にログイン画

面を示す。 

 

 ログイン画面１（ログイン ID） 

      

図 4.1-2 ログイン画面１ 
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 ログイン画面２（パスワード） 

      

図 4.1-3 ログイン画面２ 

 

ログイン画面では ID・パスワードどちらを入力する際でもキーボードでもマウスで

もどちらからでも入力ができた。 

 次に学生がログインした場合のメニュー画面を図 4.1-4 に示す。この画面では学生

が使いたい機能を選ぶ。項目が９つあり、時間割登録画面、講義情報、授業科目内容、

単位取得履歴、登録済時間割表示、質問箱、パスワード変更、おしらせ掲示板、終了

とある。 

 

 学生がログインした時の画面 

  

図 4.1-4 メニュー画面 
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 図 4.1-5、4.1-6 に時間割登録画面を示す。この画面では、利用者が未登録であると

ころに自分の好きな授業を選び、時間割を登録する。 

 

 時間割登録画面 1/2 

         

図 4.1-5 時間割登録画面１ 

 

 時間割登録画面 2/2 

       

図 4.1-6 時間割登録画面２ 

 

 図 4.1-7 に講義情報画面を示す。この画面では、掲載日、担当教員、講義情報を確

認することができ、各講義の休講情報や教室変更案内等を閲覧することができる。 
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 講義情報画面 

       

図 4.1-7 講義情報 

 

 図 4.1-8 に授業科目一覧画面を示す。この画面では選んだ条件の授業科目の一覧を

表示でき、検索をかけると下のほうに条件が一致した科目が表示される。 

 

 授業科目一覧画面 

       

図 4.1-8 授業科目一覧画面１ 
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図 4.1-9 授業科目一覧画面２ 

 

さらに科目をクリックすると詳しい授業科目内容を参照することができる。 

 

 授業科目内容 

      

図 4.1-10-1 授業科目一覧画面３ 
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図 4.1-10-2 授業科目一覧画面３ 

  

図 4.1-11 に単位修得履歴画面を示す。この画面では取得単位数や卒業に必要な単位

数を見る事ができる。 

 

 単位修得履歴 

       

図 4.1-11 単位修得履歴 

 

 図 4.1-12 に登録済時間割を示す。この画面ではいままで修得した時間割をみること

ができる。 
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 登録済時間割 

       

図 4.1-12 登録済時間割 

 

 図 4.1-13 に質問箱画面を示す。この画面では教務課、学生課、就職課へのいずれか

を選び、件名、内容を書いて質問を送ることができる。 

 

 質問箱画面 

        

図 4.1-13 質問箱画面 
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 図 4.1-14 におしらせ掲示板画面を示す。この画面では大学からの授業連絡や事務連

絡から自分の知りたい連絡情報を選んで見ることができる。 

 

 おしらせ掲示板 

        

図 4.1-14 おしらせ掲示板１ 

 

授業連絡を選択した場合には次の図 4.1-15 のような画面になる。 

 おしらせ掲示板２ 

       

図 4.1-15 おしらせ掲示板２ 
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 図 4.1-16 にパスワード変更画面を示す。この画面ではログインパスワードの変更を

行うことができる。パスワード変更画面でも、ログイン画面と同じようにキーボード

からでもマウスからでも入力できるようである。 

 

 パスワード変更 

     

図 4.1-16 パスワード変更画面 

 

 教授がログインした場合 

教授がログインした際の画面は学生のものとは違い、学生では時間割登録画面だった

ものが授業科目内容登録となっており、自分の担当している授業を確認できるもので

あった。他には、学生検索画面が追加されていた。学生に必要であったものは全て省

かれ、教授専用のものとなっている。図 4.1-17 に教授がログインしたときの画面を示

す。この画面では教授が使いたい機能を選ぶことができる。 
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 教授がログインした時の画面 

        

図 4.1-17 ログイン画面 

 

 図 4.1-18 に学生検索画面を示す。この画面では、指定した条件の学生を検索するこ

とが可能である。 

 学生検索画面 

        

図 4.1-18 学生検索画面 

 

 図 4.1-19 におしらせ掲示板の画面を示す。この画面では、学生でログインした時と

違い、 

読み取り専用ではなく、書き込むことができる。 



27 

 

 おしらせ掲示板 

        

図 4.1-19 おしらせ掲示板 

 

最後に教務課がログインした時の画面を図 4.1-20 に示す。この画面では教務課が使

いたい機能を選ぶことができる。学生のものとも教授のものとも大きく異なっている

のはマスターデータメンテナンスである。 

 

 教務課がログインした時の画面 

        

図 4.1-20 ログイン画面 

 

 メンテナンス画面では科目情報や学生情報等、すべてを登録や削除のメンテナンス
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を行うことができる。その一部である授業科目のメンテナンス画面を図4.1-21に示す。 

        

図 4.1-21 メンテナンス画面 

 

4.2 システムのモデル化 

 学生・教授・教務課ともにオンライン履修登録システムにアクセスし、そこからロ

グインすることで各自違ったメニューが表示される。学生であれば、時間割登録画面・

講義情報・授業科目内容・単位取得履歴・登録済時間割表示・質問箱・パスワード変

更・お知らせ掲示板・終了の９つが表示される。教授だと授業科目内容登録・学生検

索・お知らせ掲示板登録・パスワード変更・終了の５つが表示される。教務課である

と、マスターデータメンテナンス・データ検索・お知らせ掲示板登録・履修情報検索・

授業科目内容登録・授業科目スケジュール・パスワード変更・講義情報登録・終了の

９つが表示される。 

これらを踏まえ、オンライン履修登録システムのモデルの図を作った。それを図

4.1-22、4.1-23、4.1-24、4.1-25 に示す。 

 

 

 

 

 

 



29 

 

 オンライン履修登録システムのモデル 

      

図 4.1-22 オンライン履修登録システムのモデルの流れ 

 

 学生がログインした場合のオンライン履修登録システム 

 

図 4.1-23 学生のメニューのモデル 
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 教授がログインした場合のオンライン履修登録システム 

  

図 4.1-24 教授のメニューのモデル 

 

 教務課がログインした場合のオンライン履修登録システム 

 

図 4.1-25 教務課のメニューのモデル 
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4.3 システムの目標 

 履修登録システムがオンラインになるだけでは取って代わるだけである。それだと

資源的な問題は解消されるが、それ以外にメリットがない。 

システムの目標は神戸学院大学のようなオンライン履修登録システムの公開時間が

決められているものではなく、いつでもシステムを利用できる環境が良い。神戸学院

大学では携帯電話からのログインができ、緊急ニュースや個人宛のお知らせ、休補講

の確認もすることができたが、さらに Web 履修登録システムが使えれば尚良い。そう

するといつでもどこでもオンライン履修登録システムが利用可能となり、学生にとっ

てとても嬉しいサービスになる。 
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5．本学におけるオンライン履修登録システム 

 この章では本学のオンラインシステムの現状について述べる。 

 

5.1 本学のオンラインシステムの現状 

 本学 Web サイトのトップページから、「在学生の方へ」をクリックし、「学事歴・シ

ラバス・時間割」をクリックすると学部を選ぶ画面に飛ぶので、そこで政策情報学部

の学事歴をクリックすると、次の図 5.1-1 のような画面になる。 

 

 学事歴 

      

図 5.1-1 学事歴 

 

同じように学事歴でなくシラバス・時間割をクリックすると次のような図 5.1-2、

5.1-3 の画面になる。政策情報学部と商経学部で違っていて、政策情報学部のシラバス

が図 5.1-2 で商経学部のシラバスが図 5.1-3 である。 
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 政策情報学部のシラバス 

      

図 5.1-2 シラバス１ 

 

 商経学部のシラバス 

    

図 5.1-3 シラバス２ 

 

科目をクリックすると、どちらもその科目の担当者、開講期など詳しく書かれてい

る。しかし商経学部の方では見ての通り科目名、教員名での検索をかけることが可能

である。ちなみに、大学院にも同じ項目があり、選択すると政策情報学部と同じレイ
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アウトの画面だった。商経学部は学科が多いからか、時間割という項目まであった。

それを図 5.1-4 で示す。この画面では、学科を選び、時間を指定することでその時間

の講義を見る事が可能なようである。 

 

 商経学部時間割図 

      

図 5.1-4 商経学部時間割図 

 

 これ以外にも「在学生の方へ」から「WWW サービス」をクリックすると、e ラーニン

グや Web 掲示板、求人票の照会、企業照会、蔵書検索、CUC Wellness System（体育

予約システム）などの WWW 上で利用できるサービスがある。 

 WWW 学生サービスでは、休講・補講情報、求人票の照会、企業照会、進路希望入力な

どが行える。利用するには、WWW サービスにログインする必要がある。ログイン画面を

図 5.1-5 に示す。 
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 WWW サービスログイン画面 

       

図 5.1-5 ログイン画面 

 

 ここでログインすると、就職管理画面と掲示板（休講・補講情報）を見ることがで

きる。掲示板機能を使いたかったが、今学期講義をひとつも取っていないためか、何

も表示されなかった。就職管理画面で企業照会を行ってみた。その画面を図 5.1-6 に

示す。 

 

 企業照会 

    

図 5.1-6 企業照会 
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 先ほど講義を履修していないため掲示板（休講・補講情報）が見られないと述べた

が、自分専用の履修した抗議のものではないが、教務第二課からお知らせで政策情報

学部に関する告示・案内があった。そこから補講の講義についても見られたので、図

5.1-7、図 5.1-8 に示す。 

 

 教務第二課からのお知らせ 

    

図 5.1-7 教務第二課からのお知らせ 

 

 補講情報 

        

図 5.1-8 補講情報 
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 次に CUC Wellness System について述べる。これは政策情報学部のウェルネス科

目の履修をオンラインで行えるというシステムである。このシステムができる以前は

体育館１F のウェルネスセンター窓口でウェルネス科目の履修を行っていた。このシス

テムを利用するのもログインが必要なのでその画面を図 5.1-9 に示す。 

 

 ウェルネスログイン画面 

     

図 5.1-9 ウェルネスログイン画面 

 

 ログインするとウェルネスの予約やキャンセルができる他、自分の履修履歴を見る

ことができる。 

 ウェルネス画面 

    

図 5.1-10 ウェルネス画面 
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 本学はオンライン履修システムがないにしても、学事歴・シラバス・時間割、WWW

サービスなどで履修以外のシステムは多く存在している。 

 

5.2 本学で導入予定のオンライン履修登録システム 

 本学でも来年 2009 年の 4 月からオンライン履修登録システムを導入予定である。シ

ステムは先ほどの 3 章で述べた成城学園でも使っている CAMPUS SQUARE である。この

システムは新日本製鐵株式会社さんによって構築される。政策情報学部は１，２，３

年生までの導入予定で、商経学部は１年生のみの予定である。あくまで試験的なもの

なので、必要最低限の機能だけを実装するようだ。テスト画面はまだないので、成城

学園のシステムで話を進めていく。ただし、カスタマイズは違う可能性がある。 

 履修登録の流れは、まず Web システムにログインし、自分の履修したい科目を選ん

でいく。ここで重要なのは、定員設定科目と一般科目の違いである。一般科目ならば

期間内ならば自分の好きに登録・キャンセルを行うことができるが、定員設定科目で

は定員数が決められているため短い期間が決められている。その期間内ならば選択や

キャンセルは自由であるが、期間が過ぎ抽選結果が表示されると登録された科目はキ

ャンセルすることができない。その期間内を過ぎても定員が余っているものについて

は二次募集という形で早いもの順に登録することができる。その様子を図 5.2-1 に示

す。 

 

 オンライン履修登録の流れ 

        

5.2-1 登録の流れ 
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 ログインの方法だが、現状としてはシステムの稼働時間や、外部からの接続は未定

である。ログイン画面は次の図 5.2-2 のようになっている。 

 

 

 ログイン画面 

        

図 5.2-2 ログイン画面 

 

この図 5.2-2 にあるユーザ名とパスワードを入力しログインを押すとシステムにロ

グインできる。初めてログインする場合だとパスワードには学校で指定された初期パ

スワードを入力する。すると図 5.2-3 のような画面になる。ここで任意のパスワード

を入力する。パスワードが設定されるとトップ画面になる。 
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図 5.2-3 初期設定 

 

 パスワードの設定が終わると、ここで初めてオンライン履修登録や成績を参照する

ことができる。メニュー画面を図 5.2-4 で示す。この画面では、機能の一覧を見るこ

とができ、選択できる。 

 

 メニュー画面 

     

図 5.2-4 メニュー画面 

  

メニュー画面から履修状況を選択すると、次の図5.2-5、5.2-6のような画面になる。

この画面では、履修登録を行うことができる。履修登録画面は学期ごとに登録を行う

構成になっている。 
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図 5.2-5 履修状況１ 

       

図 5.2-6 履修状況２ 

 

図5.2-5の画面中央より左にある後期をクリックすると、学期の表記が後期になる。

1 枚目、2 枚目の画面ともに集中・卒論を登録という項目があるが、我が大学では１，

２，３年生までの導入予定であるため、この項目は使えないと思われる。なお、テー

マ研究会も春には実装されず、秋からの導入予定だそうである。 

（１）Web 履修登録 

 次に履修登録方法だが、 

１．授業コードを直接入力する方法 

２．条件を指定して検索する方法 

の２通りのパターンがある。 

1 つ目の授業コードを直接入力する方法は図 5.2-7 等で示す。 
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 授業コードを直接入力する方法 

       

図 5.2-7 直接入力画面 

 

上記の画面で前期、後期のどちらかを選び、未登録をクリックする。 

すると次の図 5.2-8 のような画面になる。 

    

図 5.2-8 時間割入力 

 

右側のコード入力表からコードを入力する。もしエラーがあった場合には次の図

5.2-9 のような画面が表示される。 
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図 5.2-9 エラー画面 

 

こうなった場合はブラウザの「戻る」で前の画面に戻り、授業コードの入力をやり

直す。 

 

 条件を指定して検索する方法 

さきほどと同じように図 5.2-7 の画面で前期、後期のどちらかを選び、未登録をクリ

ックする。すると先ほどと同じ履修状況＜時間割入力＞画面が表示される。ここで下

のほうに注目すると、“不明の場合は時間割検索で検索できます。”とある。そこの「時

間割検索」をクリックすると下の図 5.2-10 の画面になる。 

      

図 5.2-10 条件検索 

 

ここで年度・所属は変更せずに、それ以外を自分で条件を設定し検索開始を押す。
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教員を指定する際は、全角カタカナで入力する。そうすると設定した条件の科目が図

5.2-11 のように表示される。 

     

図 5.2-11 検索結果 

 

ここで自分の履修したい科目名をクリックすると次の図5.2-12のような画面になる。

この図 5.2-12 を見てみると、授業コードが入力されているのを確認できる。 

     

図 5.2-12 入力完了 

 

登録科目の削除方法は履修状況の画面で削除したい授業を選択し、確認画面が出て

くるのでそこで削除をクリックする。 
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図 5.2-13 削除選択画面 

 

物質とエネルギーを削除したいならば、その授業コードである５３０２をクリック

する。すると次のような画面になり、削除をクリックすれば、履修状況画面に戻る。  

      

図 5.2-14 削除確認画面 

 

履修登録を終えたら図 5.2-15 の上部か下部にある登録・自己判定をクリックして登

録完了である。 
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図 5.2-15 登録・自己判定 

  

この登録を終えると、登録をした科目を修得すると卒業や進級が可能かどうかを判定

される。進級・卒業要件不備の場合では、不足する科目群が表示されるので、履修科

目を修正する。その画面を図 5.2-16、5.2-17 で示す。 

 

 登録科目を修得すれば進級・卒業できる場合 

      

図 5.2-16 進級・卒業可能 

見込み判定結果が進級となっている。卒業判定の場合は卒業と表示される。 
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 進級・卒業要件不備の場合 

     

図 5.2-17 進級・卒業不可能 

 

見込み判定結果が留年となり、下部の判定結果（詳細）で不足しているものが×に

なる。進級・卒業基準対象外の年次では履修状況画面で登録・自己判定をクリックし

ても自己判定結果は表示されない。自己判定の結果は図 5.2-18 に示す。 

 

 自己判定＜結果＞ 

       

図 5.2-18 自己判定 

 

「登録・自己判定」は、登録の意思を確認し、自己判定を見るために設けているた

め、忘れても登録が無効になることはないが、確認のために必ずクリックする。クリ
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ックせずにログアウトしようとすると次の図 5.2-19 のようなアラートが表示される。 

            

図 5.2-19 アラート 

 

「登録・自己判定」をクリックした後でも登録確認期間内ならば修正することが可

能である。もし履修する科目がない場合でも、必ず「登録・自己判定」をクリックす

る。 

 

（２）Web 予備申請 

定員設定科目では次の図 5.2-20 のような画面になる。 

 予備申請 

      

図 5.2-20 予備申請 

 

予備申請の方法も２通りのパターンがある。 

１．１つの科目区分から、１科目を選択するもの 

２．１つの科目区分から、履修希望科目数を自分で設定するもの 

まず、図 5.2-20 の画面で左側にある履修の欄の予備申請をクリックし、右側の希望

する科目区分を選択する。 
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（１）１つの科目区分から、１科目を選択するもの 

 例として英語のリスニング＆スピーキング（初級）を申請する場合の図 

     

図 5.2-21 英語の申請 

 

履修可能人数は、定員から事前登録人数を差し引いた人数になる。履修希望順位を

自分で入力できる。ただし、すべてに記入しなくても申請は可能である。履修希望科

目数が１になっているが、この数字の変更はできない。記入が終わったら確認をクリ

ックする。エラーが発生すると次の図 5.2-22 のような画面になる。 

       

図 5.2-22 エラー画面 

 

このようなエラーが発生した場合はエラー内容を確認し、OK をクリックし入力画面

に戻り修正を行う。エラーがない場合は次の図 5.2-23 のような画面になる。登録ボタ

ンをクリックすれば登録を行うことができる。 
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図 5.2-23 予備申請確認 

 

（２）１つの科目区分から、履修希望科目数を自分で設定するもの 

例として独語（中級総合）を２科目申請する。 

      

図 5.2-24 独語申請 

 

先ほど図 5.2-21 では１であった履修希望科目数が、この科目は２科目までなので２

になっている。後の手順は（１）の１つの科目区分から、１科目を選択するものと同

じである。 

自分が申請した予備申請科目は予備申請参照から見ることができる。 

       



51 

 

      

図 5.2-25 予備申請参照 

 

申請した科目を削除したい場合は図5.2-26の画面から予備申請メニューをクリック

し登録済みの科目区分を選択する。 

       

    

図 5.2-26 予備申請登録済 

 

図 5.2-26 の画面で選択済みのデータ解析入門 I をクリックすると次の図 5.2-27 の

ような画面になる。この画面で削除をクリックすれば削除完了である。 
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図 5.2-27 データ解析入門削除 

 ログアウト 

作業を終えパソコンから離れる場合は、必ずログアウトしブラウザを閉じる。ログ

アウトすると次の図 5.2-28 のような画面になり、ブラウザを閉じて終了である。 

       

図 5.2-28 ログアウト 

 

5.3 本学と他大学の比較 

 本学と他大学のオンライン履修登録システムを 6 校調べたところで、システムを表

にして比較してみた。○、△、×の三段階で評価し、○は実装されていてる、△はわ

からない、×は未実装である。 
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 各学校のオンライン履修登録システムの現状 

 

本学(成城学

園) 

東京 

大学 

駒沢 

大学 

神戸学院 

大学 

福岡工業 

大学 

時間割登録 ○ ○ ○ ○ ○ 

講義情報 ○ ○ ○ ○ ○ 

授業科目一覧 ○ ○ ○ ○ ○ 

定員設定科目 ○ ○ ○ ○ ○ 

登録済み時間割 ○ ○ ○ ○ ○ 

掲示情報（休講連絡等） ○ ○ ○ ○ ○ 

単位取得履歴 ○ ○ ○ △ × 

学籍情報の変更 △ △ ○ × × 

資格希望登録・資格取得単

位 
△ △ ○ × × 

スケジュール管理 × ○ × × ○ 

試験日確認 × ○ △ ○ △ 

携帯端末からのログイン △ △ × 
○（一部

使える） 

○（一部使

える） 

学生呼び出し × △ △ △ ○ 

 

時間割登録、講義情報、授業科目一覧、定員設定科目、登録済み時間割、掲示情報、

の６つはどの大学でも実装されている。ということはこの６つは必要最低限なものと

考えられる。オンライン履修登録システムでは時間割登録の際、判定して自分が進級・

卒業できるか、その授業は取れるかどうかはわかる。だが自分の目で取得単位を確認

したい場合は単位取得履歴が必要である。したがって既に述べた単位取得履歴を含め

た７つの項目が重要なものである。他の機能はあればもちろんいいが、なくても困る

ものではない。 

 オンライン履修登録システムのメリットは事務作業の効率化ある。外部からの接続

ができ、なおかつ時間も 24 時間履修登録システムが使えるなど、いつでもどこでも利

用者が利用できるべきである。学内からのみの接続を許可したり、神戸学院大学のよ
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うに時間を指定されていたら、学生への利点が減少する。そこで大学にとってあるべ

きオンラインでの履修登録システムについて提案したい。 

 

5.4 大学におけるオンライン履修登録システムの提案 

（１）必要条件 

学生にとって良いシステムは、いつでもどこでもオンライン履修登録システムが利

用可能なのが必要条件である。これが必要条件である理由は先ほどにも述べたが、い

つでもどこでもオンライン履修登録システムが利用できなければ、マークシートから

Web 履修登録、すなわちオフラインからオンラインになるだけで、資源的な問題は解消

されるが学生にとっては紙でやる作業がパーソナルコンピュータでやる作業に移行す

るだけである。したがって、いつでもどこでもオンライン履修登録システムが利用可

能を必要条件とした。 

 

（２）基本機能 

機能は先ほどにも述べた、時間割登録、講義情報、授業科目一覧、定員設定科目、

登録済み時間割、掲示情報、単位取得履歴の 7 つを基本機能としたい。 

 

（３）追加機能 

7 つの基本機能に加え、新規に追加したい機能は授業評価や、先学期の履修者数がわ

かるシステムである。授業評価というのは、学期末に行っているペーパーアンケート

の段階評価や学生の意見（Keep、change、challenge 等）だ。その集計結果を掲示して

あれば、学生が授業を選択する際の目安になるのではないだろうか。といっても、学

期末に出されるアンケートで、１５分という時間で書くにせよ、段階評価は真面目な

学生とそうでない学生の意見であまり参考にならないかもしれない。為になったから

最高段階を出す生徒もいれば、楽に単位が取れたから最高段階を出す生徒もいるだろ

う。それといくら真面目な生徒の意見だとしても、履修選択する人とは考えが違うた

め本当に為になるのかはわからない。あくまでも選択する際の１つの材料としてであ

る。意見の方はいい目安になりそうだが、すべてを載せられるわけではないと思うの

で、一部抜粋という形になるだろうが、それでも授業の雰囲気が少しでも伝わるなら

あるといいと思う。 
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 先学期の履修者数がわかるシステムは、どれくらいの人数が授業を履修していたの

かわかることだ。あまり気にする人はいないのかもしれないが、私は人数が結構気に

なる体質で、人数が少ない方が雑音が少なく集中しやすい。それと興味のある授業な

のに、人数が多く、生徒への注意が多く授業の進みが遅かったりすると、残念な気持

ちになる。先学期の履修者数を見られるだけでなく、A～D の数を知れたら良いのでな

いかと考えた。例えば、先学期に１００人受けた授業があるとして、そのうちに２０

人が A、３０人が B、３０人が C、２０人が D といった情報である。しかし、これをみ

てこの授業は D が多いからやめようとなっては困るので、D になった理由（２０人のう

ち１０人は出席が足りない等）もわかればよい。 

 

（４）システム構成 

 提案したオンライン履修登録システムを4章で述べたモデルをベースに比べてみる。 

    

図 5.4-1 システム構成 

 

5.5 本学におけるオンライン履修登録システム導入にあたっての考察  

 我が大学にオンライン履修登録システムを導入するとしたら、問題はいくつかある。 

ひとつは学生の自己管理の問題である。オンライン履修登録システムは便利で、イ

ントラネットや時間の指定がなければいつでもどこでも履修登録を行うことができる。

しかも、必要な単位まで教えてくれる優れものである。しかし、それを過信してしま
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うと良くないことが起こる。というのは、学生は基本的にだらしないため、単位の確

認や時間割が Web で見られるとなると紙での履修登録確認票は配られなくなるため、

選択した時間割や取得している単位を確認せず、取れているつもりで授業に参加する

可能性がある。 履修登録確認票を配布していた時は取りに来ない生徒には掲示板に

張り出されて至急取りに来るように連絡があった。これがなくなるわけなので、オン

ライン履修登録システムでも、学生がきちんと確認したという証拠を得られるような

システムがあれば良い。例えば、インターネットでのサービスの利用規約書の同意の

ようなものがあれば良いだろう。 

もうひとつは、コンピュータネットワークの脆弱性である。脆弱性は明白な欠陥だ

けでなく、予期しない潜在的な問題で起こることも十分にありえる。これについては

学生だけでなく、学校全体の問題になる。これにより本来権限のないユーザ、例えば

学生ではできない操作を学生が行い単位の改竄などが行われたり、見えてはいけない

情報、例えば学生の個人情報が第三者に見えてしまったりである。コンピュータネッ

トワークの脆弱性についてだが、ウイルス対策、ファイアウォール等のシステムでセ

キュリティを強化していても、ある程度は危険を排除できるが万全とはならない。な

ので、システムだけで安心するのではなく、日々確認することが大切であると思う。 

他にも既存のオンラインシステムとの問題もある。先ほど述べたが、本学にはオン

ライン履修登録システムはないが、WWW サービスが存在していて、ウェルネスの履修や

個人の休講・補講情報を見ることができる。他大学ではオンライン履修登録システム、

休講・補講情報などはひとつのシステムとして成り立っている。本学でオンライン履

修登録システムが導入されても、WWW サービスと別のシステムでは使い勝手が悪い。そ

のためオンライン履修登録システムと WWW サービスのシステム統合が必要である。 
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6.まとめと今後の課題 

  

6.1 まとめ 

 本研究では、本学のマークシート方式での履修登録システムを始め、大学における

既存のオンライン履修登録システムや、本学で導入予定であるシステムを調査した。

他大学では既にオンライン履修登録システムを導入しているところも多く、マークシ

ート方式とオンライン履修登録システムの違いや、オンライン履修登録システムにど

の機能が無くてはならないのか、あれば便利なのかが明らかになった。そこで本学に

オンライン履修登録システムが導入される際、どのような機能があれば利用する人が

喜ぶシステムなのかを検討した。それを踏まえ、学生が便利だと思う機能を提案した。 

 

6.2 今後の課題 

 他大学でのオンライン履修登録システムをサーベイしたが、実際に他大学のシステ

ムをみたわけではないので、他大学に行き、実際にオンライン履修登録システムを使

わせてもらい、評価を行いたい。本学の学生にオンライン履修登録システムのアンケ

ートを取り、必要な機能や追加したい機能を調査する。本学におけるオンライン履修

登録システムの提案までできたが、システムの設計や、運用・実装はできなかった。

したがって今後の課題はシステムを設計し、運用・実装を行い、それに対しての評価・

考察を行うことである。 
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